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石田町新作物開発研究会会員の工藤光男さん
宅の畑で７月17日(金)にヤマユリの鑑賞会が

行われました。
工藤さんは、研究会の海藤明会長の指導のもと、
９年前からヤマユリを種子から育てており、生育方
法の研究、改良を行い、今では300本もの生育本数
になりました。
工藤さんのヤマユリ畑には連日、一般の方や報道
関係の方など町内外から多く訪れ、夏の風物詩の大
輪の花を楽しんでいました。

大
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７月20日(月)に新たに任命された農業委員の方々へ村岡町長から任命書が手渡されました。また、
７月27日(月)に農地利用最適化推進委員の方へ間宮会長から委嘱状が手渡されました。農業委員、農
地利用最適化推進委員任期は令和２年７月20日から令和５年７月19日までの３年間です。

農業委員は、農地の売買や貸借などを行う際の許可、遊休農地に対する措置など、
農業者の利益を守る大切な役割を果たしています。農業委員
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農地利用最適化推進委員は、農業委員と連携して担い手へ
の農地集約、耕作放棄地の発生防止、新規就農者への支援活
動などを行います。
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原流いけばなこども教室が、７月18日(土)に虹の
プラザで行われました。

小原流は、口の広い器(水盤)に材料を盛るように花を
展開させる「盛花」という新形式のいけばなで、今では
おなじみの水盤と剣山を使ういけばなは、小原流が始め
たものと言われています。
この日は、町内小学校の７人の児童が参加し、講師の
山本和子さんの指導を受けながら、普段は触れることの
できないいけばなの作法に苦戦しながら、小原流のいけ
ばなを楽しみました。
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ばの種まき体験が、８月５日(水)に大石田
南小学校前の畑で行われ、４年生の児童９

人が作業を体験しました。これは、横山地域農
地・水・環境保全組織の協力で毎年行われている
もので、指導者の井上邦義さんや小内英徳さんな
どから種のまき方を教わり、学校前の畑で種まき
を体験しました。
種まきが終わると、児童は教室で作業を振り返
り、そば種の特徴や種まきの際に感じたことなど
を絵と文字で書きまとめました。
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